
吊S ゛’QJ 5’6●IO●15

No．347

411最優秀賞に大野土木事務所チーム

　

秋の交通安全運動恒例のカカシコンクール審査

会が、9月22日行われました。このコンクールは

大野交通安全協会が交通安全を願って行っている

もので、今年で6回目です。

　

今年は市内の事業所や団体などから11チームが

参加。どれもアイディアに富んだ力作ばかりでし

たが、中津川の国道157号線沿いに作られた大野

土木事務所の「ウスとうさぎ」が最優秀賞に輝き

ました。他の入賞作品は次のとおりです。

【〉優秀賞交通安全協会上庄支部「交通安全祈願

お宮さんJC〉優良賞タニコー株式会社「おい

らはゆっくりくんで一す」［〉アイディア賞北

陸電力「ゆっ＜リかめごろう」【〉努力賞交通

安全協会阪谷支部・なれすぎ「あかべこ」、国鉄

パス「あかおに」

▼私立保育園児が交通安全パレード

　

私立保育園保護者会連合会（長瀬哲也

会長）は9月22日、4・5歳児430人を

対象に交通安全教室とパレードを行いま

した。まず、市民グラウンドで人形を使

った飛び出し実験を行い、その危険性と

事故の恐ろしさを認識させました。

　

その後市役所～国鉄大野駅の2ち訟を

パレードし、フラワーボンボンを手にし

た園児たちば運転手さん、私たちを交

通事故から守って下さい之と訴えました。

▲A・Bとも尚徳中が優勝

　

第15回奥越地区中学校駅伝競走大会が9月26日、市

役所～佐開の折り返し20％似；の公認マラソンコースで

行われました。

　

大野・勝山・和泉の2市1村の8中学校から15チー

ムガ参加。コースを6区間に分けて競いました。成績

は次のとおりです。Aチーム①尚徳中②北部中③中部

中④上庄中⑤陽明中⑥開成中。Bチーム①尚徳中②北

部中③南部中④陽明中⑤中部中⑥上庄中。
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10月1日～11月30日の2ヵ月

間は全国的に「麻薬●覚せい剤

禍撲滅運動」が展開されていま

す。覚せい剤は暴力団の有力な

資金源の1つとして、悪質・巧

妙な手段によって一般市民や主

婦・青少年層への浸透が目立っ

ています。この機会に身も心も

滅ぼしてしまう恐ろしい゛恐怖

の白い粉。について考えてみま

しょう。

一度手を出したら最後

　

私たちのごく身近で覚せい剤によ

る犯罪が発生しているのに、この薬

物の恐ろしさについては意外と知ら

れていません。

　　

「自分たちとは別世界の出来事」

と受け止めているためでしょう。

　　

゛一度だけ、のつもりが常用者に。

初めは好奇心からというのがほとん

どですが「一度手を出すと、もうや

められない」というのが覚せい剤の

恐ろしさです。

凶悪犯罪の原因

　

覚せい剤を使うと眠気や疲労がと

れたように感じますが、これは一時

的に゛疲労の自覚が消失。するだけ

で、実際は疲労が回復するわけでは

ありません。

　

このため、薬が切れると前にも増

して激しい疲労に

襲われ、その苦し

みから逃れるため

にまた使わずには

おれなくなります。

　

この繰り返しに

よって使用量が増

え「追われている」

　

「殺される」「だれ

かが家に侵入して

くる」などの妄想

や幻覚等の中毒症

状が現われ、殺人

放火・強盗・傷害

などの犯罪を起こ

すことになります。

　

自分1人の身を滅ぼすだけでなく

周囲の人々に大きな危険を及ぼすこ

とになります。

検挙者は年々増加

　

昨年1年間に覚せい剤取締法違反

で検挙された者は全国で2万200人

に達し、前年より8，9％増となって

います。

　

年々増加の一途をたどり、特に最

近は善良な一般市民や主婦・青少年

層にまで忍び寄ってきているのが特

徴です。

　

麻薬や覚せい剤に手を出すと、健

康な心身も幸せな家庭もすぺて失う

ことになります。

　

この機会に゛白い粉の恐｜劃を再

認識し、甘い誘惑に乗らないようみ

んなで追放運動を進めましょう。

全国の覚せい剤事犯検挙数

福井県の覚せい剤事犯検挙数

　　

県警本部資料（）は暴力団員

年度 検挙件数 検挙人数

46 12 8

47 24 12（9）

48 99 55（38）

49 62 36（21）

50 59 41（19）

51 50 31（14）

52 116 69（35）

53 130 81（41）

54 105 58（32）

55 120 69（32）
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10月17日は貯蓄の日

　

古来、10月17日は新穀を神にささ

げて感謝した日（神嘗祭）でした。

　

新穀は勤労の実りであり、これを

大切にすること力唄宇蓄の精神にも通

ずるということから「貯蓄の日」に

選ばれました。

共同募金にご協力を

　

赤い羽根共同募金運動が10月1

日から年末までの3ヵ月間、全国

的に繰り広げられています。

　

今年の当市の目標額は486万円

になっています。区長さんを通じ

てお願いしますのでご協力下さい。

　

募金は民間の福祉施設に還元され

ます。昨年は和光園●聖和園・大野

荘・希望園・各私立保育園などに、

452万円余りが配分されました。
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